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国内初！オールIP化の報道制作スタジオ・サブでIP-KVMシステムを導入

三重テレビ放送株式会社

三重県津市渋見町693-1

事業：テレビジョン放送

従業員数：69名

http://www.mietv.com/

三重テレビ放送株式会社（以下、三重テレビ）は、

1968年に設立された三重県で唯一の民間地上波テレビ局。

略称はMTV。

三重県域局ながら、名古屋や伊勢湾沿岸地域でも広く

視聴できる、立地的にも恵まれた独立放送テレビ局である。

三重テレビは地域密着の姿勢を基本としており、独自性に富

んだ番組編成が特徴である。

IP-KVM導入先

導入したATENソリューション

複数スタジオのシステムを統合制御、リソースシェアで叶える運用の効率化

概要

三重テレビでは、長らくメインで使用してきたスタジオ（副調整

室）を移設更新することとなった。

規模や予算の制約がある中、効率的な運用と設備投資の最大

化を目指し、報道スタジオと制作スタジオを一つのサブシステムで

制御する、国内初となるオールIP化システムを採用した。

・ コンパクトな局舎のため、省スペース化が必須の環境。

・ カメラやVTR以外の映像送出にPCが多用されるため、

副調整室内にPC本体が増えてしまう。

・ PC増加により、排熱・騒音の問題が発生していた。

・ 少人数で制作を行うことが多く、バーチャルスタジオなど映

像演出の多様化もあり、場所に制限されることなく、どの

席からでも各PCの操作をしたい。

要件・課題

USB DVI-I シングルディスプレイ IP-KVMエクステンダー

KE6900T / KE6900R

・ PCのUSBコンソールをイーサネット経由で延長できるIP-KVMエクステンダー

・ 延長距離による画質や信号遅延の影響が極めて少ない

・ トランスミッターとユーザーステーションは 1対1、1対多、多対1、多対多で通信可能

・ 最大解像度1920×1200@60Hz, 24ビット色深度

・ バーチャルメディア対応

KEマトリックスマネジャーソフトウェア

CCKM

・ 操作性の高いGUIを採用しているので、KE6900を簡単に統合管理

・ 最大8×8（モニター64台）ビデオウォール表示対応
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上段左/下段写真：副調整室の様子。IP-KVMにより省
スペース化が実現されている。ほぼどの席からでもPCが遠隔
操作可能。

上段中央写真：副調整室内で使用されている受信側端
末（KE6900R）。筐体が非常にコンパクトだと好評。

上段右写真：ラック内に組み込まれた送信側端末
（KE6900T）。

IP-KVM導入の決め手 IP-KVM導入の効果

・ どの卓からでも操作可能なため、席を移動しても遠隔地に

あるPCを引き続き操作できるようになった。

・ PC本体をラックに収納する事で排熱や騒音問題をクリアし、

副調整室（サブ）内の環境改善に効果があった。

・ 再撮モニターをKVM経由にしたことで、スタジオ間で

リソースのシェア（素材の共有）が可能となった。

・受信側、送信側を個別に追加でき、規模に合わせて拡張ができる

ため、将来の増設や保守メンテに期待が持てる。

・非常にコンパクトで省スペースが求められる環境でも機器自体が

小型なため、導入が容易であった。

・ 放送局や、プロダクションでの導入事例があり、安定運用が見込めた。

・大規模なマトリクスが必要なく、通常のIPハブが使えるため、費用対

効果が期待できる。

・ 少人数で制作を行うことが多いため、場所に制限されることなく、

どの席からでも各PCの操作が行える。

感想・今後の展開

左：技術局技術部 制作技術グループ
主事 岩室敏之様

右：技術局技術部 制作技術グループ
主事 髙田真一様

すべての映像・音声・制御・KVM操作のオールIP化は、全国初の事例であったため、制作環

境の整備に大変気を使い設計しました。複数の素材を共有することのできるIPシステムでは、

遠隔で操作する場面が増えるため、IP-KVMシステムでの操作が必然となってくるのではない

でしょうか。

また1対1、1対多、多対多での通信が可能なため、少人数で複数の作業を兼任することの

多い現場でも、演出の多様性に貢献できました。 KVM操作が初めてのスタッフも数日ですぐ

使いこなせるようになり、制作スタッフの反応も良いです。

2019年6月に稼働予定のスポーツサブ（中継受けサブ）の機器もIP-KVMにより操作が可

能となるため、一層のリソースシェア化が可能となります。

今後ATEN社には、USB3.0対応IP-KVMや、タブレットでの操作も期待しています。

場所を気にせずPCの操作が可能、運用効率の向上に貢献。

使用場面

https://www.aten.com/jp/ja/contactus/
https://www.aten.com/jp/ja/

